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研究成果の概要（和文）：中世新仏教者真蹟遺文の各文献の語彙索引の作成を行い、総合データ

ベースを構築した。仏教者遺文は真蹟が伝来し、日本語史研究の第一等資料と位置づける。語

彙索引作成文献は以下のとおりである。 
親鸞の西方指南抄、一念多念文意、尊号真像銘文、唯信抄文意、三帖和讃、自筆書状。 
聖覚の唯信抄。 
明恵の華厳唯心義。 
法然の直筆起請文・書状、式子内親王宛書状。 
恵信尼の自筆書状。 
証空の自筆書状。 
熊谷次郎直実の自筆起請文・誓願状。 
覚如の口伝抄。 
蓮如の自筆御文、自筆歎異抄、龍谷大学蔵歎異抄、大谷大学蔵歎異抄、自筆紀行文、和歌。 
一遍の一遍上人語録和歌。 
 
研究成果の概要（英文）：SUMMARY OF RESEARCH RESULTS 

The aim of this study is to construct a general vocabulary database of the autograph 
by Japanese Buddhists in the medieval period. 

The number of these autographs is so precious and abundant that the operation of the 
research has produced through utilizing the photo facsimile.       
   My own original devises have been conducted to keep the quality of the general index 
reliable and to aim to accomplish it. 
   These autographs are as follows, 
Saint Shinran(親鸞);the Saiho-shinansho(西方指南抄),the Ichinen-tanen-monni(一念多念
文意),the Songou-shinzou-meimon(尊号真像銘文),The Yuishinsho-monni(唯信抄文意),The 
Sanjyo-wasan(三帖和讃),the Original Letters(自筆書状), 

Saint Seikaku(聖覚);the Yuishinsho(唯信抄), 
Saint Myoe(明恵);the Kegon-yuisingi(華厳唯心義), 
Saint Hounen(法然);the Original Letters(自筆書状), 
Saint Eshinni(恵信尼);the Original Letters(自筆書状), 
Saint Syoukuu(証空);the Original Letters(自筆書状), 
Saint Rensei(熊谷直実);the Original Letters(自筆書状), 
Saint Kakunyo(覚如);the Kuden-syo(口伝抄), 
Saint Rennyo( 蓮 如 );the Original Letters( 自 筆 書 状 ),the Tanni-syo( 歎 異 抄 ),the 
autographic writing dealing with his travel(自筆紀行文),the Tanka(和歌),  

Saint Ippen(一遍);the Tanka(和歌). 
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１．研究開始当初の背景 
鎌倉時代から室町時代にかけては、日本語史

上、古代語の崩壊と近代語の成立期という興

味ある時期である。文学作品の語彙総索引は，

徒然草、今昔物語、平家物語等多くが作成さ

れている。しかも文学作品等では、後世の転

写等の問題があり、日本語史の正確な記述解

明には問題を残していた。真蹟が伝存する鎌

倉新仏教の宗祖達の真蹟遺文群は、本人の真

蹟が多量に伝存し、他者の転写を経ていない

点で、この期の言語を解明する第一等資料と

して必要であったが、それらの文献の語彙総

索引はほとんど作成されていなかった。従来、

旧仏教者遺文の語彙総索引は、私も参加して

いる高山寺典籍文書綜合調査団による明恵

上人関係（東京大学出版会）のものがあるが、

新仏教の総索引は現状では作成されていな

かった。学界の基礎資料として共有が待たれ

るものであった。私は今まで独自に、浄土真

宗の親鸞、恵信尼、覚如、蓮如や浄土宗の法

然、証空、聖覚、熊谷次郎直実、時宗の一遍

等の各文献の索引を作成していた。それを総

合してトータルに作成し直して総合化する

必要を感じていたのである。 
 
２．研究の目的 
多量の真蹟が伝存し、漢文体・仮名文体双方

を持つ仏教者真蹟遺文を、日本語史研究の基

礎資料として位置付けることは有効である。

仏教者の真蹟遺文は、従来の文学作品研究か

ら得られる知見以上の言語上の新問題の解

明の可能性を持つ。文学作品の多くが転写に

問題を持つが、仏教者遺文は真蹟の伝存によ

り、日本語史の第一等資料である。語彙総索

引の作成によって、日本語史研究の、語彙研

究以外にも表記、音韻、語法、表現法、位相

研究等に貴重なデータを提供するものであ

る。そのために、原本や複製本を底本として

真蹟遺文を翻刻し、それに基づく語彙総索引

を各文献毎に作成する。更にそれらを総合し

た総合語彙総索引のデータベースの構築を

目指す。これによって古代語が崩壊し近代語

が形成されてくる中世という時期の言語が

従来以上にリアルに記述できるのである。 
 
３．研究の方法 
以下の各文献毎に語彙総索引を作成した。各

遺文の原本調査で入手した紙焼き写真、又は 
複製本を底本として、丁数、行取り等を行っ

た。当該語彙を文節単位で採録して品詞分類

を行った。 
（１） 親鸞  

①西方指南抄 六帖 高田専修寺蔵、

②一念多念文意 一帖 東本願寺蔵、

③尊号真像銘文（広本）（略本）、二

帖、高田専修寺蔵、福井県法雲寺蔵、

④唯信抄文意（正月十一日本）（正月

廿七日本）、二帖、高田専修寺蔵、 



⑤三帖和讃（本文）（左注）、二帖、

高田専修寺蔵、 
⑥自筆書状 高田専修寺蔵 一二通 

(２)聖覚  
①唯信抄（ひらかな本）（西本願寺本）、

二帖、高田専修寺蔵、西本願寺蔵、 
(３）明恵  

①華厳唯心義、一帖、醍醐寺蔵、 
(４）法然  

①直筆起請文・書状、金戒光明寺蔵、

清涼寺蔵、興善寺蔵、五通、 
②式子内親王宛書状、高田専修寺蔵、

一通 
(５)恵信尼  

①自筆書状 西本願寺蔵、十通 
(６)証空  

①自筆書状 興善寺蔵、清涼寺蔵、二

通  
(７)熊谷次郎直実  

①自筆起請文・誓願状、興善寺蔵、清

涼寺蔵、二通 
(８)覚如  

①口伝抄 龍谷大学蔵、三帖 
(９)蓮如  

①自筆御文、各寺蔵 五一通 
②自筆歎異抄 西本願寺、二巻、 
③龍谷大学蔵歎異抄、一帖、 
④大谷大学蔵歎異抄、一帖 
⑤自筆紀行文、二通、 
⑥和歌 諸寺蔵、 

(10）一遍  
①一遍上人語録和歌 日本思想大系本、 

(１)～(10)の語彙総索引を順次配列して総

合語彙索引のデータベース化を図った。 

 

４．研究成果 

上記３の(１)～(10)の各文献語彙総索引は

独自に作成したもので、文献毎に公刊すれば、

中世語研究の基礎資料として活用範囲は広

い。更に総合語彙索引から検索機能を使って、

語彙、表記、文法その他の分野の新用例を得

て活用も可能である。今後の展望は独自に期

限内にまとめた作業によって、付訓、声点、

朱筆、左注、漢字の字体等に未だ点検を要す

るものを残している。索引作成作業は以前か

ら長期間に及んだ為、独自の作業とは言え、

書式に統一を欠くものも存している。又、翻

刻本文の提示、中世仏教者とはいえ、鎌倉新

仏教者が中心で、しかも日蓮等の膨大な遺文

の語彙索引は未だ十分の手が入っていない。

今後、作業時間を得て正確な語彙総索引に仕

上げることを期したい。 
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